
２３年度

621,831 634,237607,281

２２年度

99.8%

2

市内在住在勤在学者・所沢市民・飯能市民・入間市民・川越市民

図書館法、狭山市立図書館設置条例、狭山市立図書館管理運営規則

実施計画
(H22～24)
事業名

目

項

市民の文化・教養・調査研究・レクリエーション等を支える施設として図書資料等の整備とレファレンスサービ
スの充実を図り、利用者のニーズに応える。
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人を育み文化を創造するまちをめざして

- 4646- 2954

教育委員会　生涯学習部　中央図書館担当部課

98.4%

280,419

図書館管理運営事業
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電話番号

達成率

２０年度

592,778

点

282,970

787,205

達成率

目標値

実績値

278,444

782,216

879,446786,620

279,843

利用者数

貸出資料数

人
実績値 284,794

過去３年間の利用者数
の平均値

６　その他（学識経験者の意見等）

277,291

101.8%

280,176

112.4%

877,472

図書館を利用する人々に対する「利用者教育・学習」「レファレンスガイド」「読み聞かせ講座」など、図書館独自の企画事業を展開し、
利用者のニーズに対応するとともに、新たなニーズ開発事業も求められるであろう。情報化社会の中で、パソコンによる情報の入手
は、図書館のあり方に変化を与えようとしているが、司書等の専門性を持った職員の対応が求められる。
ブック・スタートなど新しい試みに取り組む自治体の例もあり、狭山市らしい特色のある取り組みにも目を向けてもらいたい。この市に
おける図書館の在り方を長期的な視野で検討していることと思うが、電子化の動向など、図書館の世界も変動している。その辺りにも
目配りをして欲しい。

277,291

過去３年間の貸出資料
数の平均値

100.2%

臨時職員の活用により、職員体制の効率化を図り、人件費にかかるコスト
削減が図られている。

今後の
方向性

※
１単位当た
りの経費

90,038

97,979

0

211,164

284,794

90,013

7,941

0

区分

直
接
費

決算額

財源
内訳

国県支出金

その他特定財源

一般財源

112,213千円

２０年度

0

２２年度 ２３年度単位

94,281

98,219

２１年度

１　事務事業の基本事項

平成２３年度教育委員会事務点検評価（平成２２年度実施事務事業）評価表

４　事業費整理番号 8

96,439 108,001

12.00 13.00

96,315

76,242

6,302 18,039

116,883

実施期間

総合振興
計画に
おける
位置づけ

生涯学習の推進

生涯学習の振興

千円

千円個別計画等
の名称

千円

千円

11.00人生涯学習の機会や場の拡充

198,893事業費計（直接費決算額＋人件費）

100,914

経
費

人件費

04

206,655

110,340千円

人

千円

事業開始
の背景等

昭和４０年代の人口急増に伴い、生涯学習施設としての図書館の果たす役割は年々大きくなり、利用者も増
加し、市民の図書館に対するニーズも増大する状況にあった。そこで昭和６３年に旧市役所を改修して移転
するとともに、平成５年に狭山台図書館を開設した。 725円

100.2%

指標名

単位コスト

効率性
指標

608,603

今後は、利用者からの多様なニーズに対応したレファレンス（調査・相談）業務の充実、多様な情報の入手と提
供等を通じて、地域を支える情報拠点として、魅力ある図書館づくりを一層進めていく。

278,444

＜５段階評価＞　　　５：極めて高い　４：高い　３：普通　２：低い　１：かなり低い

目標値の根拠・考え方

過去３年間の増加資料
数の平均値に前年度の
所蔵資料数を加えた値

４
( ) ・手段の最適性

・コスト効率の向上
・受益者負担の適正化
・執行体制の効率化
など

前年度

実施形態

点

達成率

目標値

所蔵資料数

指標名

３　事務事業の実施状況と成果

目標値

区分

594,061

実績値

区分 単位

(

活
動
指
標

）

実
施
状
況

118.9%

98.9%

（
成
果
指
標

）

成
果

目標値

99.9%

実績値

達成率

４

４

個
別
評
価

必
要
性

効
率
性

前年度

・目的の妥当性
・市民ニーズへの対応
・市が関与する必要性
・市が負担する必要性
など

前年度

４

４

・活動目標の達成度
・成果の向上
・上位施策への貢献度
・市民サービスの向上
など

２１年度

620,631

813,002

966,352

761

利用者数のわずかな減少が見られるが貸出資料数は増加している。所蔵
資料数も充実してきておりリクエスト、予約件数、調査相談件数はここ数年
増加傾向にある。今後も利用者のニーズを的確に捉えた蔵書構成と運営を
行い、図書館利用を促進する必要がある。

評価

５　事務事業の評価

有
効
性

項目

４

評価理由

市民の文化・教養・調査研究・レクリエーション等を支える施設として、図書
資料等の充実やサービスの向上を図り、利用者のニーズに的確に応えて
いく必要がある。

714

◆第一次評価　（担当課による評価）

評価の視点

利用一人当たりの経費

事務事業
の名称

従事職員数

人件費（従事職員数×平均給与）

利用者数

事業区分

実施根拠

予算額

環境配慮
自主事業や各種事業の開催にあたり、車での利用は控え、公共交通機関を利用するよう呼びかけている。
また、パンフレット等を作成する際には再生紙を使用し、印刷は必要最小限の部数としている。

２　事務事業の目的・内容

資料の収集及び保存、資料の利用及び貸出、移動図書館の運行、他市・他県の図書館との資料の相互貸
借、読書案内・相談及び調査研究に対する支援、視聴覚資料の収集及び貸出、幼児・児童を対象としたお話
会や映画会の開催、図書館ボランティア及び学校・公民館等との連携協力。

継続

（前年度方向性評価）

目的

対象

活動内容

（下段）前年度
の方向性に対
する改善活動

直営 全部委託 一部委託 補助・負担 その他

継続 内容の見直し 抜本的見直し 廃止 休止 完了

指定管理

自治事務 法定受託事務 法定受託事務＋自治事務


